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み
ん
な
で
進
め
よ
う
！

ご
み
減
量
化
 

  

  

         　
平
成
十
三
年
度
の
町
の
ご
み
処
理

量
は
千
七
百
二
十
一
　
で
し
た
。
こ

の
量
を
町
民
一
人
あ
た
り
に
換
算
す

る
と
年
間
約
百
八
十
五
　
排
出
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
一
日
あ
た
り
で

は
五
百
六
　
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

毎
日
何
気
な
く
捨
て
て
い
る
ご
み
で

す
が
、
実
は
こ
ん
な
に
出
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
こ
れ
を
一
日
一
人
あ
た

り
五
十
　
減
量
す
れ
ば
、
年
間
約
百

七
十
　
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
 
 

　
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
ご
み
処
理
費

用
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み

な
さ
ん
一
人
一
人
の
工
夫
で
ご
み
の

減
量
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
生
ご
み
の
水
分
は
よ
く
し
ぼ
っ
て

排
出
す
る
。
 

　
特
に
夏
は
、
水
分
を
含
ん
だ
ご
み

が
多
く
な
る
た
め
袋
が
破
れ
た
と
き
、
 

汁
が
飛
散
し
収
集
場
所
を
汚
す
こ
と

が
非
常
に
多
く
な
り
ま
す
。
 

▼
過
剰
包
装
は
遠
慮
す
る
。
 

▼
詰
め
替
え
可
能
な
製
品
を
利
用
す

る
。
 

　
台
所
用
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

身
の
回
り
に
は
様
々
な
詰
め
替
え
で

き
る
製
品
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
減
量
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

     　
最
近
、
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い

ご
み
の
分
別
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
分
別
が
悪
い
ご
み
は
収
集
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ほ
か
の

方
に
迷
惑
が
か
か
る
ば
か
り
で
な
く
、
 

環
境
衛
生
上
良
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
 

し
っ
か
り
と
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
で
は
、
な
ぜ
分
別
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
 

　
そ
れ
は
、
分
別
の
悪
い
も
の
が
一

袋
で
も
あ
る
と
処
理
場
で
収
集
車
に

積
ん
で
き
た
ご
み
袋
す
べ
て
を
手
作

業
で
点
検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

近
年
、
ご
み
の
増
加
に
伴
い
、
一
日

一
回
の
収
集
で
す
べ
て
の
ご
み
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
二
回
目
以
降

の
収
集
運
搬
作
業
が
遅
れ
、
ほ
か
の

集
落
に
大
変
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
焼
却
処
理
の
際
、
燃
え
る

ご
み
に
金
属
が
混
じ
っ
て
い
る
と
処
 

理
場
の
機
械
が
非
常
停
止
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
温
の
た
め
灰
の
中
か
ら

す
ぐ
に
金
属
類
を
取
り
出
す
こ
と
が

で
き
ず
、
そ
の
間
は
、
焼
却
で
き
な

い
こ
と
か
ら
非
常
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
 

　
六
月
に
は
、
上
野
尻
地
内
で
ご
み

収
集
車
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

原
因
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
ガ
ス
ボ
ン

ベ
の
残
留
ガ
ス
が
発
火
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
必
ず
穴
を
あ
け

て
、
中
身
が
空
に
な
っ
た
の
を
確
認

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
百

円
ラ
イ
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
完
全

に
使
い
切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
と
い

う
考
え
は
捨
て
、
ご
み
を
収
集
す
る

人
、
処
理
を
す
る
人
の
こ
と
を
考
え
、
 

し
っ
か
り
と
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
分
別
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
 

四
月
に
配
布
し
た
「
ご
み
の
き
め
ご

と
」
の
チ
ラ
シ
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

     　
収
集
場
所
の
ご
み
袋
を
見
て
み
る

と
資
源
物
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る

も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

ト
 

　
ン
 

グ
ラ
 

ム
 

グ
ラ
 

ム
 

ト
 

　
ン
 

キ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

捨
て
れ
ば
ご
み
、
 

　
　
分
け
れ
ば
資
源
 

分
別
は
し
っ
か
り
と
 

ご
み
減
量
化
に
 

　
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

み
ん
な
で
進
め
よ
う
！

み
ん
な
で
進
め
よ
う
！

ご
み
減
量
化

ご
み
減
量
化
 

　
今
月
は
、
こ
の
時
期
、
最
も
排
出
が
多
く
な
る
「
ご
み
」
に
 

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
 

　
　
捨
て
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
で
す
。
　
み
な
さ
ん
、
 

も
う
一
度
排
出
方
法
を
見
直
し
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
 

ル
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
 

″
 

″
 

喜多方広域環境センター山都工場（不燃物中間処理場）でのごみ点検作業 
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資
源
の
乏
し
い
我
が
国
に
と
っ
て

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
類
、
ス
チ
ー

ル
缶
、
ア
ル
ミ
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
は
貴
重
な
資
源
で
す
。
き
ち
ん
と

分
け
て
資
源
に
回
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
水

で
す
す
い
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

▼
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
必
ず
つ

ぶ
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▼
白
色
ト
レ
イ
は
水
洗
い
し
、
よ
く

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
指
定
の
回
収
場
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
平
成
十
三
年
度
は
、
資
源
ご
み
と

し
て
紙
類
、
び
ん
、
缶
な
ど
約
七
十

　
を
町
が
回
収
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
 

ご
み
全
体
の
約
四
　
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
等
の
集
団
回
収
で

は
、
百
三
十
四
　
の
紙
類
が
回
収
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
こ
と
は
、
集
団
回
収
が
定
着

し
て
き
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
 

子
供
た
ち
の
学
校
活
動
の
貴
重
な
財

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
紙
類
は
な
る

べ
く
学
校
等
の
集
団
回
収
の
と
き
に

出
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 【
学
校
集
団
回
収
の
予
定
】
 

　
　
野
沢
小
 
　
九
月
二
十
二
日
 

 
　
群
岡
小
 
　
十
一
月
十
日
 

　
　
西
会
津
中
（
奥
川
地
区
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
七
日
 

     　
何
人
も
、
み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
法
律
を
破
る
と
罰
則
と
し

て
「
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千

万
円
以
下
の
罰
金
又
は
こ
れ
を
併
科

す
る
。」と
あ
り
、
非
常
に
重
い
刑
が
 

か
せ
ら
れ
ま
す
。
町
内
に
お
い
て
も
 

            不
法
投
棄
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
な
ど
か
ら
出

た
一
般
廃
棄
物
で
、
特
に
処
理
費
用

が
か
か
る
も
の
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫

な
ど
の
家
電
製
品
、
農
機
具
な
ど
）

が
捨
て
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ

う
で
す
。
こ
の
ご
み
は
、
原
因
者
が

特
定
で
き
れ
ば
原
因
者
に
撤
去
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
不
明

の
場
合
は
町
が
み
な
さ
ん
の
税
金
で

撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
平
成
十
三
年
度
は
不
法
投
棄
を
撤

去
す
る
た
め
十
七
万
八
千
円
が
使
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
「
不
法
投
棄
を
な
く
す
の
は
、
み

な
さ
ん
の
心
が
け
ひ
と
つ
で
す
。
」
 

町
民
一
丸
と
な
っ
て
き
れ
い
な
ふ
る

さ
と
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
生
活
課
消
防
環
境
係
 

　
　
　
│
２
２
１
５
 

　町では、ごみステーションの環 

境美化、家庭から出る生ごみの減 

量化を推進するため、一般廃棄物 

減量化促進対策事業を実施してい 

ます。 

　これは、自治区が行うごみ収納 

庫設置に対する費用の補助、また、 

個人の生ごみ処理器（コンポスト 

・電動）購入費用に対する補助事 

業です。いずれも設置や購入費用 

の２分の１（上限３万円）を補助 

しています。希望される方は、町 

民生活課に問い合わせください。 

45

ト
 

　
ン
 

ト
 

　
ン
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

不
法
投
棄
を
 

　
防
止
し
ま
し
ょ
う
 

７月７日に行われた西会津中生徒によるリサイクル活動（集団回収） しっかり分別して出された「びん」 

へ
い
か
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同職務代理者 
佐久間宗則さん 

会　長 
齋藤太喜男さん 

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

        ◆
第
一
選
挙
区
（
野
沢
・
尾
野
本
）
 

齋
 
藤
 
 
　
衛
（
六
一
）
山
 
口
 

伊
 
藤
 
義
 
喜
（
五
二
）
堀
 
越
 

山
 
内
 
亀
八
郎
（
六
七
）
一
町
内
 

齋
 
藤
 
太
喜
男
（
六
五
）
上
小
島
 

齋
 
藤
 
知
 
一
（
六
一
）
萱
 
本
 

齋
 
藤
 
 
　
實
（
六
五
）
安
 
座
 

三
 
留
 
正
 
春
（
六
八
）
六
町
内
 

◆
第
二
選
挙
区（
群
岡
・
新
郷
・
奥
川
）
 

猪
 
俣
 
一
 
夫
（
七
一
）
小
 
山
 

        長
谷
川
 
四
 
郎
（
六
八
）
出
 
戸
 

佐
久
間
 
宗
 
則
（
七
一
）
下
 
松
 

佐
 
藤
 
兵
 
衛
（
六
二
）
上
野
尻
 

小
 
原
 
良
 
平
（
六
六
）
宝
 
川
 

佐
 
藤
 
 
 
仁
（
六
三
）
下
野
尻
 

石
 
井
 
光
 
登
（
六
四
）
戸
 
中
 

長
谷
沼
 
 
 
勉
（
四
六
）
高
 
目
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
敬
称
略
〉
 

       　
選
挙
で
選
ば
れ
た
十
五
名
の
ほ
か
、
 

農
業
協
同
組
合
と
農
業
共
済
組
合
か
 

ら
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
た
理
事
各
一
 

名
と
、
農
業
委
員
会
の
所
掌
す
る
事
 

項
に
つ
い
て
学
識
経
験
を
有
す
る
方
 

で
、
町
議
会
が
推
薦
し
た
五
名
も
決
 

ま
り
ま
し
た
。
 
 
 
〈
敬
称
略
〉
 

【
農
業
団
体
推
薦
】
 

○
会
津
い
い
で
農
業
協
同
組
合
 

武
 
藤
 
喜
 
平
（
五
五
）
柴
 
崎
 

○
会
津
農
業
共
済
組
合
 

伊
勢
亀
 
和
 
夫
（
五
六
）
下
小
島
 

【
町
議
会
推
薦
】
 

江
 
川
 
誠
 
作
（
四
〇
）
 
牧
 

伊
勢
亀
 
光
 
子
（
六
三
）
下
小
島
 

白
 
井
 
重
 
子
（
五
五
）
白
 
坂
 

佐
 
藤
 
壽
 
一
（
六
四
）
滑
 
沢
 

荒
 
海
 
紀
久
男
（
六
一
）
小
綱
木
 

    
新
し
い
顔
ぶ
れ
に
よ
る
農
業
委
員
 

会
の
初
総
会
が
、
七
月
二
十
三
日
、

町
役
場
で
行
わ
れ
、
会
長
に
は
齋
藤

太
喜
男
さ
ん
、
同
職
務
代
理
者
に
は
、
 

佐
久
間
宗
則
さ
ん
が
互
選
さ
れ
ま
し

た
。
 

  

　成人を迎えられるみなさん、おめでとうござ 
います。「年金」といっても、若いみなさんは、 
「まだまだ先のこと」という意識だと思います 
が、老後は誰にでも訪れます。 
　人生80年時代といわれる今日、20歳から60歳 
までの現役世代が、65歳以上の先輩たちの老後 
を支える「公的年金制度」が設けられています。 
　20歳になられるみなさんにも、公的年金への 
加入が義務づけられています。忘れずに国民年 
金に加入し、保険料を納めましょう。 
 
 
　学生も20歳になったら国民年金に加入し、保 
険料を納めなければなりません。しかし、学生 
は一般的に所得がないため、保険料を自分で納 
付することが困難です。このため、在学期間中 
の保険料を後払いできる「学生納付特例制度」 
があります。特例期間中の保険料は、卒業後10 
年以内に納付することで、将来の年金を満額に 
近づけることができます。 
　この申請は、住所地の市区町村の年金窓口で 
行ってください。なお、この学生納付特例制度 
を受ける際の申請は、毎年度必要になりますの 
で、ご注意ください。 
【問い合わせ先】 
　町民生活課町民生活係　　45－２２１５ 
　ねんきんホームページ 
　　　　　　　　　http://www.nenkin.go.jp/

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

　
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
七
月
二
日
告
示
さ
れ
、
第
 

一
選
挙
区
（
定
数
七
名
）
、
第
二
選
挙
区
（
定
数
九
名
）
と
も
立
候
補
者
 

が
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、無
投
票
で
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
届
出
順
）
 

 

農
業
団
体
・
町
議
会
 

推
薦
の
委
員
も
決
定
 

会
長
は
齋
藤
太
喜
男
 

さ
ん
に
決
ま
る
 

山口町長から農業団体・町議会推薦の委員に 
辞令が交付される（写真＝荒海紀久男さん） 
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水中ウォーキングで健康づくりに励む高齢者健康水泳教室参加者 

  

                 
こ
の
施
設
は
、
平
成
十
年
か
ら
要
 

望
活
動
を
重
ね
、
総
務
省
の
補
助
事
 

業
「
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
 

業
」に
よ
り
整
備
し
た
も
の
で
、ａ
ｕ
 

（
エ
ー
ユ
ー
）
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
 

二
社
の
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
の
補
助
事
 

業
で
整
備
し
た
施
設
で
は
、
平
成
六
 

年
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
黒
崎
山
 

の
施
設（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）に
次
い
で

町
内
二
箇
所
目
の
施
設
に
な
り
ま
す
。
 

 
こ
れ
に
よ
り
、
携
帯
電
話
を
利
用
 

し
た
情
報
通
信
、
渓
流
釣
り
客
や
飯
 

豊
山
へ
の
登
山
者
等
の
利
便
性
の
向
 

上
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
災
害
等
の
緊
 

急
時
に
も
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る
な
 

ど
施
設
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

 　
夏
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
プ
ー
ル
 

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
歓
声
 

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
が
、
プ
ー
ル
で
 

元
気
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
毎
週
火
曜
日
、
高
齢
者
健
康
水
泳
 

教
室
に
通
う
百
六
十
人
余
の
元
気
な
 

爺
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
で
す
。
 

水
泳
に
挑
戦
す
る
元
気
は
、
若
い
も
 

ん
に
ゃ
負
け
て
い
ま
せ
ん
。
 

 
こ
の
教
室
は
、
平
成
五
 

年
、
屋
内
プ
ー
ル
が
完
成
 

し
た
年
に
は
じ
ま
り
、
今
 

年
で
十
年
目
を
迎
え
ま
し
 

た
。
 

 
さ
ゆ
り
公
園
管
理
セ
ン
 

タ
ー
の
集
計
で
は
、
町
の
 

人
口
の
二
倍
以
上
に
あ
た
 

る
延
べ
二
万
三
千
八
百
人
 

の
お
年
寄
り
が
こ
の
十
年
 

間
プ
ー
ル
を
利
用
、
元
気
 

な
身
体
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
き
ま
し

た
。
 

 
人
気
の
秘
密
？
…
そ
れ
は
、
水
の
 

中
だ
と
体
の
重
み
が
な
く
な
り
、
足
 

腰
が
自
由
に
な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
 

浮
力
で
血
行
が
良
く
な
り
、
ひ
ざ
や
 

腰
の
痛
み
が
和
ら
ぎ
、
陸
の
上
で
の
 

運
動
が
難
し
い
方
で
も
、
水
の
中
で
 

は
様
々
な
動
き
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
 

 
毎
回
、
水
中
歩
行
や
バ
タ
足
な
ど
 

 基
本
メ
ニ
ュ
ー
を
中
心
に
十
年
間
繰
 

り
返
し
て
き
た
水
泳
教
室
で
す
が
、
 

参
加
者
か
ら
「
同
じ
こ
と
ば
か
り
で
、
 

つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
出
 

ま
せ
ん
。
 

 
自
分
の
体
は
、
自
分
だ
け
が
知
り
 

得
る
も
の
。
練
習
中
に
は
五
〜
六
回
 

脈
拍
を
測
り
、
自
分
自
身
の
調
子
を
 

常
に
考
え
な
が
ら
水
と
親
し
ん
で
い
 

　
　
　
　
ま
す
。
時
に
は
水
中
バ
レ
 

　
　
　
　
ー
ボ
ー
ル
な
ど
も
行
い
ま
 

　
　
　
　
す
。
 

 
 
　
　
「
い
ち
、に
、い
ち
、に
、」
 

　
　
　
　
…
水
を
か
き
分
け
る
音
に

　
　
　
　
混
じ
っ
て
、
町
か
ら
委
託

　
　
　
　
を
受
け
、
指
導
に
あ
た
る

　
　
　
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
声

　
　
　
　
が
響
き
ま
す
。
泳
ぐ
こ
と

　
　
　
　
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
が
、
十
年
目
に
な
る
と
上

　
　
　
　
手
に
泳
げ
る
お
年
寄
り
の

方
々
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
プ
ー
ル

入
口
に
備
え
つ
け
て
あ
る
血
圧
計
で

の
測
定
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
水
泳

を
楽
し
み
、
「
百
歳
」
に
挑
ん
で
い

ま
す
。
 

 
が
ん
ば
れ
「
オ
ラ
が
町
の
シ
ル
バ
 

ー
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
た
ち
よ
！
」
 

 　
（
寄
稿
）西
会
津
町
水
泳
協
会
長
 

　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
 
正
己
 

  

　町議会臨時会が７月19日に招集され、提案された 
議案は原案のとおり可決されました。 
◆財産の取得について 
　・ロータリ式除雪車（１台） 
　・小型バス（１台） 

　平成１３年度より奥川中町地区に整備を進めてき 
た移動通信用施設が完成、８月１日から本サービス 
を開始しました。 

7 月 臨 時 議 会  



6

阿賀川増水による水田の冠水（滝坂） 

に
よ
り
、

に
よ
り
、町
内
各
地
に

町
内
各
地
に
 

　
　
　
　
被
害
が
発
生

　
　
　
　
被
害
が
発
生
 

  

  

  

  

 
七
月
十
日
の
台
風
六
号
、
十
五
日

の
台
風
七
号
の
大
雨
に
よ
り
町
内
各

地
の
道
路
を
は
じ
め
、
農
道
や
林
道
、
 

水
田
等
で
冠
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
が

発
生
し
ま
し
た
。
 

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

 ◆
台
風
六
号
 

 
七
月
十
日
に
台
風
六
号
が
接
近
し
、
 

午
後
九
時
十
五
分
、
大
雨
・
洪
水
警

報
が
発
令
さ
れ
、
中
町
の
気
象
ロ
ボ

ッ
ト
で
は
、
二
十
四
時
間
降
水
量
で

百
十
二
ミ
リ
の
雨
が
観
測
さ
れ
た
ほ

か
、
町
内
各
地
の
気
象
ロ
ボ
ッ
ト
で

百
ミ
リ
を
超
え
る
雨
が
観
測
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
こ
の
影
響
で
、
十
一
日
に
は
、
国

道
四
十
九
号
の
野
沢
〜
藤
（
柳
津
町
）
 

間
が
八
時
間
に
わ
た
り
通
行
止
め
と

な
っ
た
ほ
か
、
野
沢
柴
崎
線
や
柴
崎

滑
沢
線
、
下
野
尻
端
村
線
の
町
道
で
、
 

阿
賀
川
の
増
水
に
よ
り
路
面
が
冠
水

し
、
約
五
時
間
に
わ
た
り
通
行
止
め

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
林
道
小
杉
山
線
で
も
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
、
一
時
通
行
止
め
に

な
る
な
ど
町
内
各
地
で
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
 

 
一
方
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
の
津
川
〜

喜
多
方
駅
間
で
も
、
大
雨
の
た
め
上

下
線
あ
わ
せ
て
二
十
三
本
の
列
車
が

運
休
と
な
り
、
大
幅
に
ダ
イ
ヤ
が
乱
 

に
よ
り
、町
内
各
地
に
 

　
　
　
　
被
害
が
発
生
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白坂下水処理施設の法面崩壊（白坂） 町道野沢柴崎線の冠水（柴崎） 

町道下野尻端村線の冠水（下野尻・端村間） 町道大山線の路肩決壊（大久保） 

  

  

  

  

れ
ま
し
た
。
 

 ◆
台
風
七
号
 

 
台
風
六
号
が
通
過
し
た
後
も
、
雨

が
続
き
、
宝
川
の
気
象
ロ
ボ
ッ
ト
で

は
、
十
五
日
、
二
十
四
時
間
降
水
量

で
百
三
十
ミ
リ
の
雨
を
観
測
、
今
度

は
台
風
七
号
が
接
近
し
、
午
後
十
一

時
二
十
分
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
雨
は
翌
日
ま
で

続
き
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
 

 
こ
の
影
響
で
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
の

五
泉
〜
喜
多
方
駅
間
に
お
い
て
、
十

五
日
に
は
列
車
六
本
が
、
十
六
日
に

は
列
車
十
一
本
が
運
休
と
な
り
ま
し

た
。
 

  
こ
の
二
つ
の
台
風
に
よ
り
町
内
で
 

は
、
次
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

今
後
、
町
で
は
、
災
害
復
旧
に
向
け

た
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。
 

 ◇
被
害
状
況
◇（
七
月
十
七
日
現
在
）
 

町
道
路
肩
決
壊
等
 
 
 
 
六
カ
所
 

河
川
護
岸
決
壊
 
 
 
 
 
一
カ
所
 

水
田
冠
水
 
 
 
 
 
三
　
八
八
 

水
田
畦
畔
崩
落
等
 
 
 
 
五
カ
所
 

排
水
路
等
法
面
崩
落
 
 
 
三
カ
所
 

林
道
路
面
洗
掘
等
 
 
 
十
一
カ
所
 

そ
の
他
国
道
等
の
法
面
崩
落
な
ど
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
カ
所
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

.
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

      
 
 
 
 
こ
ん
に
ち
は
！
暑
い
日
が
 

 
 
 
 
 
続
き
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
 

 
 
 
 
　
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
 

　
　
　
　
　
す
か
？
私
は
、
暑
さ
が
苦
 

手
な
の
で
夏
は
ち
ょ
っ
と
嫌
で
す
。
 

 
今
月
は
、
母
国
「
カ
ナ
ダ
」
に
つ
い
 

て
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
七
月
一
 

日
は
、
カ
ナ
ダ
の
百
三
十
五
回
目
の
独
 

立
記
念
日
で
し
た
。
私
は
、
帰
国
で
き
 

な
か
っ
た
の
で
少
し
寂
し
か
っ
た
で
す
。
 

 
カ
ナ
ダ
は
、
「
カ
ナ
タ
」
と
い
う
先
 

住
民
の
言
葉
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
イ
ロ
ク
ォ
ワ
語
で
村
と
い
う
 

意
味
が
あ
り
ま
す
。
「
タ
」
が
「
ダ
」
 

に
な
っ
た
の
は
、
誰
か
が
聞
き
間
違
え
 

た
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

 
カ
ナ
ダ
の
国
章
は
国
旗
に
象
徴
さ
れ
 

る
カ
エ
デ
の
葉
で
す
。
ま
た
、
国
の
動
 

物
は
ビ
ー
バ
ー
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
発
展
 

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
ら
で
す
。
 

 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
最
初
に
カ
ナ
ダ
に
 

渡
っ
た
と
き
、
ビ
ー
バ
ー
が
多
数
生
息
 

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
毛
皮
に
し
、
 

交
易
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
 

こ
の
毛
皮
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
カ
ナ
ダ
の
 

二
十
倍
の
値
段
で
売
れ
た
そ
う
で
す
。
 

こ
の
時
代
に
創
立
し
た
会
社
は
、
今
、
 

デ
パ
ー
ト
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
 

 
カ
ナ
ダ
の
面
積
は
、
世
界
二
番
目
の
 

大
き
さ
で
、
日
本
の
二
十
二
倍
ぐ
ら
い
 

あ
り
ま
す
。
で
も
、
人
口
は
約
三
千
万
 

　
7
月
3
日
、
健
康
な
土
づ
く
り
推
進
員
養
成
講
座
の
開
講
式
が
公
 

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
式
後
の
第
１
回
講
座
で
は
、
山
口
町
長
が
「
健
康
な
土
づ
く
り
に
 

よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
を
推
進
し
、
農
業
を
再
生
し
た
い
」
と
町
の
農
 

業
の
歩
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
講
話
し
ま
し
た
。
 

 
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
度
よ
り
　
名
多
い
　
名
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
 

　６月26日、郡山市の伊藤治さんか 

ら西会津中に日本画家、上村松園画 

伯の版画「娘深雪」が寄贈されまし 

た。 

　この版画は、画伯の代表作で 

明治時代の和服姿の女性美を描 

いたものです。 

　当町出身の伊藤さんは「お世 

話になった故郷のみなさんに華 

やかで、やさしい、この絵をみ 

ていただき、心をいやしていた 

だければ」と語っていました。 

18

53

むすめ み ゆき 

うえむらしょうえん 
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人
で
日
本
の
四
分
の
一
で
す
。
山
や
川
、
 

湖
な
ど
自
然
が
豊
か
で
、
天
然
ガ
ス
や
 

石
油
な
ど
天
然
資
源
も
豊
富
な
国
で
す
。
 

 
人
口
の
大
半
は
、
南
カ
ナ
ダ
に
住
ん
 

で
い
ま
す
。
北
カ
ナ
ダ
は
と
て
も
寒
く
、
 

ア
メ
リ
カ
の
市
場
か
ら
も
遠
い
か
ら
で
 

す
。
カ
ナ
ダ
の
東
西
の
距
離
は
約
五
千
 

百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
時
差
は
四
時
 

間
半
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
 

 
カ
ナ
ダ
の
天
気
に
つ
い
て
、
よ
く
聞
 

か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
非
常
に
答
え
に
 

く
い
質
問
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
 

カ
ナ
ダ
は
大
変
大
き
な
国
で
す
。
だ
か
 

ら
地
域
に
よ
っ
て
天
気
が
全
然
違
い
ま
 

す
。
七
月
上
旬
に
最
高
気
温
を
調
べ
ま
 

し
た
が
、
東
海
岸
で
は
十
三
度
、
カ
ナ
 

ダ
中
心
部
で
は
三
十
一
度
と
十
八
度
も
 

差
が
あ
り
ま
し
た
。
国
を
気
候
で
分
類
 

す
る
と
六
つ
ぐ
ら
い
の
地
域
に
分
け
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
中
マ
イ
ナ
ス
気
 

温
の
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
バ
ン
ク
ー
バ
 

ー
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
雨
が
降
る
と
こ
 

ろ
も
あ
り
ま
す
。
カ
ナ
ダ
中
心
部
で
は
 

少
し
し
か
雨
が
降
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
 

雪
が
た
く
さ
ん
降
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
 

あ
ま
り
降
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
と
い
う
と
 

こ
ろ
に
は
、
不
思
議
な
風
が
あ
り
ま
す
。
 

チ
ヌ
ッ
ク
風
と
い
う
暖
か
い
風
で
、
こ
 

の
風
が
吹
く
と
一
日
で
、
気
温
が
三
十
 

度
以
上
に
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
み
な
さ
ん
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
 

カ
ナ
ダ
を
旅
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
 

か
。
来
月
号
で
は
、
「
カ
ナ
ダ
人
」
に
 

つ
い
て
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
第
　
回
老
人
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
 

７
月
　
日
に
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
、
 

各
地
区
か
ら
　
名
が
参
加
、
熱
い
戦
い
が
繰
 

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
大
会
で
は
、
ブ
タ
追
い
競
争
、
ケ
ツ
圧
測
 

定
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
が
行
わ
れ
、
蒸
し
 

暑
さ
を
吹
き
と
ば
す
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
 

ー
と
応
援
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
競
 

技
の
結
果
、
群
岡
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
三
連
 

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

　７月20日、消防活動に万全を期すため、消防 

操法教育訓練がさゆり公園で開催されました。 

　この日は、消防団員124名が参加、土用の暑さ 

の中でしたが、西会津消防署員から指導を受け 

ながら、ポンプ操法の手順を確認しての機敏な 

訓練が行われていました。 

 
「
河
川
愛
護
デ
ー
」
の
７
月
 

７
日
、
町
内
各
地
で
河
川
ク
リ
 

ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

 
こ
の
日
は
早
朝
か
ら
大
勢
の
 

方
々
が
参
加
、
草
刈
り
や
河
原
 

の
ご
み
集
め
な
ど
、
地
元
の
川
 

が
よ
り
美
し
く
な
る
よ
う
作
業
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

2319

984
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

今
年
度
も
金
石
文
を
全
記
録

今
年
度
も
金
石
文
を
全
記
録
 

  

  　
　
回
を
迎
え
る
町
民
美
術
展
が
、
今
年
開
校

し
た
西
会
津
中
学
校
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
美
術
展
は
広
く
町
民
の
芸

術
作
品
を
展
示
し
、
一
般
に
鑑
賞
す
る
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
芸
術
文
化
の
振

興
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
、
水
彩
画
 

・
油
絵
・
写
真
の
部
門
を
7
月
2
日
か
ら
7
日
、
 

書
道
・
水
墨
画
・
俳
画
の
部
門
を
9
日
か
ら
　

日
の
期
間
に
分
け
て
行
い
、
合
計
　
点
の
町
民

の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
郡
山
市

の
伊
藤
治
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
文
化
勲
章
受

賞
・
日
本
画
家
上
村
松
園
の
名
作
「
娘
深
雪
」
 

も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
 

町
民
に
混
じ
っ
て
西
会
津
中
学
校
の
生
徒
た
ち

が
休
み
時
間
や
昼
食
の
休
み
時
間
を
利
用
し
て

見
学
し
て
い
ま
し
た
。
 

      　
　
　
町
文
化
財
調
査
委
員
会
（
六
名
）
は
六
 

　
　
月
七
日
本
年
度
第
一
回
の
会
議
を
開
き
、
 

　
　
委
員
長
に
根
本
一
さ
ん
、
副
委
員
長
に
斎
 

　
　
藤
従
徳
さ
ん
を
再
選
。
そ
し
て
今
年
も
金
 

　
　
石
文
（
紙
以
外
に
書
い
て
あ
る
文
化
財
）
 

　
　
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
、
直
ち
 

　
　
に
牛
尾
・
黒
沢
・
縄
沢
に
あ
る
各
戦
役
戦
 

　
　
死
者
の
墓
誌
銘
（
碑
文
）
を
調
査
し
ま
し
 

　
　
た
。
 

　
　
　
牛
尾
の
長
谷
川
四
郎
家
の
前
庭
に
あ
る
 

　
　
長
谷
川
実
陸
軍
伍
長
（
昭
和
一
二
年
・
中
 

　
　
国
戦
線
で
戦
死
）
の
碑
は
昭
和
二
〇
年
の
 

　
　
敗
戦
に
際
し
、
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
の
目
を
 

　
　
避
け
る
た
め
に
台
座
か
ら
外
し
て
土
中
に
 

　
　
伏
せ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
公
民
館
職
 

　
　
員
総
掛
か
り
で
反
転
さ
せ
て
記
録
し
ま
し
 

　
　
た
。
高
さ
約
二
・
六
　
、
久
我
通
顕
侯
爵
 

　
　
「
忠
君
愛
国
」
題
字
の
石
碑
で
し
た
。
 

　
　
　
縄
沢
の
墓
地
に
あ
る
長
谷
川
常
五
郎
海
 

　
　
軍
一
等
機
関
兵
曹
の
碑
は
日
露
戦
争
の
明
 

　
　
治
三
七
年
五
月
三
日
、
有
名
な
旅
順
港
封
 

　
　
鎖
作
戦
に
同
兵
曹
が
決
死
隊
と
し
て
参
加
 

　
　
し
、
艦
と
運
命
を
共
に
し
た「
富
国
強
兵
」
 

　
　
の
碑
。
さ
ら
に
昭
和
一
三
年
九
月
、
中
国
 

      戦
線
で
戦
死
し
た
岩
渕
武
陸
軍
軍
曹
の「
忠
 

勇
義
烈
」
（
両
角
業
作
部
隊
長
題
字
）
の
 

碑
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
黒
沢
の
蝦
夷
神
社
地
内
に
は
日
露
 

戦
争
で
戦
死
の
舟
木
市
太
郎
陸
軍
上
等
兵
 

の
「
精
忠
碑
」
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
普
 

通
の
墓
碑
で
は
な
い
顕
彰
碑
は
ま
だ
ほ
か
 

に
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
存
知
の
方
 

は
公
民
館
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
 

13

99

14

今
年
度
も
金
石
文
を
全
記
録

今
年
度
も
金
石
文
を
全
記
録
 

│
町
文
化
財
調
査
委
員
会
 

メ
ー
 

ト
ル
 

も
ろ
ず
み
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インディアカ 

卓　　　 　球 

グラウンドゴルフ 

スイミング（水泳） 

ペ　タ　ン　ク 

ストレッチ体操 

レ ク ダ ン ス  

カローリング 

5、19、26 

27 

28 

3、17、24、31 

17 

19 

2 

7、21

月 

火 

水 

土 

土 

月 

金 

水 

19：00～20：30 

19：00～20：30 

13：30～15：30 

19：30～20：30 

13：00～15：00 

19：00～20：00 

13：30～15：30 

10：00～12：00

旧群岡中学校体育館 

さゆり公園体育館 

さゆり公園多目的広場 

さゆり公園室内プール 

さゆり公園ふれあい広場 

 

西会津町公民館 

教室・講習会名 日 曜日 時　　　間 会　　　場 

8
月
教
室
開
催
案
内
 

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
 

絵・斎藤工房　会津徳寿 

     　
平
成
　
年
4
月
よ
り
、
町
民
の
方
が
気
軽
に

図
書
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
西
会
津
中
学
校
図
書

館
で
の
図
書
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
今
年
2
月
ま
で
町
公

民
館
図
書
室
か
ら
貸
出
し
し
た
図
書
が
ま
だ
返

却
に
な
っ
て
い
な
い
図
書
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。

『
次
の
人
が
借
り
た
い
の
に
、
借
り
れ
な
い
。』
 

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
現
在
借
り
て
い
る

本
で
期
間
の
過
ぎ
た
、
ま
た
、
読
み
終
え
た
本

は
、
忘
れ
ず
に
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
返
却
先
・
問
い
合
せ
先
】
 

◎
西
会
津
中
学
校
図
書
館
 

　
　
　
│
１
１
５
３
 

◎
西
会
津
町
公
民
館
 

　
　
　
│
３
２
４
４
 

    ◇
日
　
時
　
平
成
　
年
８
月
　
日
（
金
）
 

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
（
開
会
）
 

◇
会
　
場
　
旧
群
岡
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
 

◇
対
　
象
　
群
岡
地
区
出
身
の
一
般
社
会
人
 

　
　
　
　
　
（
中
・
高
校
生
の
参
加
も
可
）
 

◇
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
公
民
館
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
区
内
外
の
皆
さ

ん
か
ら
の
大
勢
の
応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

                        ※
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
に
つ
い
て
は
、
プ
ー
ル
使

　
用
料
と
し
て
一
回
　
円（
大
人
）、
　
円
（
小
 

　
中
学
生
）
が
必
要
で
す
。
 

※
こ
の
教
室
・
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
い
方
は
、
 

　
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
西
会
津
町
公
民
館
 

　
・
体
育
振
興
係
（
　
　
│
3
2
4
4
）
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  

  

　
今
を
去
る
百
八
十
一
年
前
の
文
政
四
年
三
月
 

十
五
日
、
森
野
村
は
糠
塚
山
で
楊
貴
妃
桜
の
花
 

見
の
宴
が
催
さ
れ
た
。
 

　
主
唱
者
は
、
こ
の
山
に
棲
む
森
之
進
。
参
会
 

者
は
野
沢
原
町
猪
ノ
鼻
に
棲
む
触
れ
頭
の
与
吉
 

と
松
尾
村
三
本
松
に
棲
む
太
郎
丸
、
そ
し
て
芝
 

草
村
安
津
窪
に
棲
む
根
々
兵
衛
だ
っ
た
が
、
こ
 

れ
は
勿
論
こ
の
根
々
兵
衛
を
亡
き
者
に
し
て
、
 

そ
の
妻
お
こ
ん
を
奪
い
取
ろ
う
と
い
う
触
れ
頭
 

与
吉
と
、
そ
れ
に
加
担
し
た
あ
と
 

の
二
人
の
悪
巧
み
。
酒
は
各
々
野
 

沢
の
銘
酒
を
持
ち
寄
り
、
そ
し
て
 

そ
の
肴
は
、
 

　
猫
の
桜
煎
り
（
炙
リ
カ
）
 

　
鳥
の
錫
焼
き
（
鋤
焼
き
カ
）
 

　
午
の
刺
し
身
 

　
我
が
鳴
き
声
は
こ
ん
こ
ん
肴
、
 

差
し
つ
差
さ
れ
つ
呑
み
し
げ
り
、
 

舞
え
や
歌
え
の
大
騒
ぎ
と
な
る
。
 

　
根
々
兵
衛
は
根
っ
か
ら
の
大
酒
 

呑
み
の
上
、
胸
に
一
物
の
連
中
に
 

寄
っ
て
た
か
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
益
々
ご
機
嫌
 

と
な
り
、
ね
じ
り
鉢
巻
き
で
踊
り
出
す
。
そ
れ
 

を
見
な
が
ら
森
之
進
が
意
味
あ
り
げ
に
、
 

　
　
夕
べ
あ
し
た
の
鐘
の
声
 

　
　
寂
滅
為
楽
と
ひ
び
け
ど
も
 

　
　
聞
い
て
驚
く
人
も
な
し
 

　
な
ど
と
唄
い
囃
せ
ば
、
そ
れ
に
与
吉
が
ニ
ヤ
 

リ
と
無
気
味
な
笑
み
を
も
ら
し
て
腹
鼓
を
打
ち
 

鳴
ら
し
、
太
郎
丸
も
横
手
を
打
っ
て
 

の
ど
ぶ
え
 

く
だ
 

は
　
か
 

な
 

が
ら
 

し
ゃ
れ
 

す
 

も
ち
ろ
ん
 

（
？
）
 

（
？
）
 

（
？
）
 

わ
る
だ
く
 

い
 

あ
ぶ
 

す
き
や
 

ま
す
ま
す
 

じ
ゃ
く
め
つ
 い
ら
く
 は

や
 

は
ら
つ
ず
み
 

す
ず
 

（
馬
）
 

さ
か
な
 

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 　

　
お
ば
ご
と
の
　
き
や
ん
ね
て
い
つ
く
に
 

　
　
ひ
よ
う
し
が
　
そ
ろ
ハ
ね
 

　
　
か
ち
か
ち
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
）
 

　
と
手
拍
子
足
拍
子
に
根
々
兵
衛
は
い
よ
い
よ
 

調
子
に
乗
っ
て
呑
み
ま
く
っ
た
揚
げ
句
、
そ
の
 

場
に
ど
っ
と
酔
い
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。
 

　
「
こ
れ
は
こ
れ
は
根
々
兵
衛
殿
ご
無
礼
な
、
 

ま
だ
酒
盛
り
の
最
中
に
な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
、
起
 

　
　
　
　
　
き
な
ん
せ
」
 

　
　
　
　
　
　
と
呼
べ
ど
叫
べ
ど
、
も
は
や
正
 

　
　
　
　
　
体
な
し
。
「
し
て
や
っ
た
り
」
と
 

　
　
　
　
　
猪
ノ
鼻
の
与
吉
、
二
人
の
配
下
に
 

　
　
　
　
　
目
く
ば
せ
を
し
て
「
そ
れ
っ
」
と
 

　
　
　
　
　
ば
か
り
に
乗
り
掛
か
り
、
喉
笛
を
 

　
　
　
　
　
は
じ
め
手
や
足
の
骨
ま
で
も
噛
み
 

　
　
　
　
　
砕
い
た
か
ら
、
さ
す
が
鬼
を
も
ひ
 

　
　
　
　
　
し
ぐ
根
々
兵
衛
も
た
ま
ら
な
い
、
 

　
　
　
　
　
「
哀
れ
夕
べ
の
露
と
な
り
け
る
は
 

　
　
　
　
　
情
け
果
敢
無
き
次
第
な
り
」
と
い
 

　
　
　
　
　
う
無
惨
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

　
こ
う
し
て
三
人
の
悪
党
ど
も
は
、
こ
の
根
々
 

兵
衛
の
亡
き
骸
を
「
ま
た
も
来
世
で
大
槻
川
」
 

な
ど
と
洒
落
の
め
し
て
引
き
ず
り
行
き
、
ざ
ん
 

ぶ
と
ば
か
り
に
投
げ
込
ん
だ
。
　
（
つ
づ
く
）
 

　（
注
）糠
塚
山
・
楊
貴
妃
桜
は
山
の
東
斜
面
に
 

　
あ
り
、
花
弁
の
色
彩
が
濃
く
、
樹
枝
一
面
に
 

　
花
を
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
楊
貴
妃
の
美
姿
を
 

　
思
わ
せ
る
。
昭
和
四
七
年
・
西
会
津
町
天
然
 

　
記
念
物
に
指
定
。
山
口
博
續
家
所
有
。
 

45
400

200

く
 く
 く
 

4845

14

16

14
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おやつによく食べるもの　ベスト3

×約3杯半 

蒸しケーキ さつまいも 

＝
 

↓
 

野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
 五

十
嵐
芽
夢
ち
ゃ
ん
 

　
　
　
　
（
栄
・
小
屋
）
 

齋
藤
　
和
斗
く
ん
 

　
　
（
和
彦
・
堀
越
）
 

  

     
町
内
の
小
中
学
生
の
体
格
は
、
身
長
は
全
国

平
均
に
比
べ
あ
ま
り
差
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体

重
は
平
均
を
上
回
っ
て
い
て
、
三
割
近
い
子
ど

も
が
太
り
す
ぎ
、
太
り
ぎ
み
と
い
う
状
況
に
あ

り
ま
す
。
 

     
子
ど
も
だ
か
ら
と
い
っ
て
肥
満
を
甘
く
み
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
体
に
必
要
以
上
の
脂
肪
を
た

く
わ
え
る
た
め
、
内
臓
に
負
担
が
か
か
り
、
高

血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

　
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
お
や
つ
や
甘
い
も
の
の
と

り
す
ぎ
は
、
肥
満
に
つ
な
が
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
 

    　
昨
年
、
町
内
小
中
学
校
の
養
護
教
諭
の
方
々

が
、
児
童
生
徒
の
心
身
と
生
活
に
関
す
る
実
態

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
お
や
つ
で

よ
く
食
べ
る
も
の
は
下
の
表
の
と
お
り
で
、
小

学
生
も
中
学
生
も
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
が
一
位
と
い

う
結
果
で
し
た
。
 

    ①
食
べ
る
分
量
を
決
め
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
は
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ
リ
ー
が
高
く
、
塩
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
も
多
く
含
ま
れ
て
い
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
袋
か
ら
取
り
分
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
て
食
べ
、ま
た
、買
い
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
き
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
 

②
ジ
ュ
ー
ス
類
を
水
代
わ
り
に
し
な
い
 

　
　
暑
い
か
ら
と
い
っ
 

　
て
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
 

　
な
ど
の
ジ
ュ
ー
ス
類
 

　
の
飲
み
す
ぎ
、
ア
イ
 

　
ス
の
食
べ
す
ぎ
に
注
 

　
意
し
ま
し
ょ
う
。
糖
 

　
分
を
と
り
す
ぎ
て
し
 

　
ま
い
ま
す
。
 

③
い
ろ
ん
な
食
品
を
取
り
入
れ
る
 

　
　
時
に
は
、
手
作
り
 

　
の
お
や
つ
で
、
変
化
 

　
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

      ④
食
べ
る
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う
 

　
　
食
事
の
前
の
お
や
 

　
つ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
規
則
的
に
食
事
が
と
 

　
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

小 学 生 
（低学年） 

小 学 生 
（高学年） 

中 学 生 

スナック 
菓　　子 

スナック 
菓　　子 

スナック 
菓　　子 

ア イ ス 

第 ２ 位  第 １ 位  第 ３ 位  

ア イ ス 

ア イ ス 
果　　物 

せんべい 

果　　物 

菓子パン 

お
や
つ
の
第
一
位
は
 

　
　
　
　
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
 

肥
満
は
 

生
活
習
慣
病
を
招
き
ま
す
 

太
り
す
ぎ
、
太
り
ぎ
み
の
 

子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
 

お
や
つ
の
上
手
な
 

　
　
　
　
　
と
り
か
た
 

　５月22日、３歳児11名を対象に健康 
診査を行った結果、むし歯のない子は 
２名でした。 
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みんなの広場 みんなの広場 
飯
嶋
ア
ヤ
子
 

　
　
〔
　
町
内
〕
 
さ ん 

　玉木　戴さん（7月号から）  
◆　メッセージ　◆ 
　体に気をつけて、仕事がんばっ 
てください。 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

自
宅
前
（
10
町
内
）
の
通
り
の
眺
め
 

（
生
ま
れ
育
っ
た
街
並
で
、
旅
先
か
ら
帰
っ
 

た
時
な
ど
気
持
ち
が
落
ち
着
く
眺
め
で
す
。）
 

あなたの趣味は？ 
　趣味とはいえないかも知れま 
せんが、財布を集めることにこ 
っています。50ぐらい持ってい 
ます。 
                 
最近感動したことは？ 
　6月23日に長男が結婚、披露 
宴での長男の姿、感謝のことば 
に感動しました。 

あなたのモットーは？ 
　くよくよせず、１日１日を楽 
しく過ごすことです。 
 
これからやってみたいことは？ 
　今まで仕事を優先にしてきま 
したが、自分の時間をつくって、 
自分にあった趣味をみつけたい 
です。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｅ．Ｋさん（6町内） 

　
今
月
は
、
牛
尾
の
目
黒
輝
夫
さ
ん
、
満
里
子
さ
ん
夫
妻
に
伺
 

い
ま
し
た
。
 

　
二
人
は
、
七
年
ほ
ど
前
、
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
た
い
と
い
う
 

思
い
か
ら
、
空
い
て
い
る
畑
で
ス
イ
カ
と
メ
ロ
ン
を
栽
培
、
そ
 

の
よ
う
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
本
格
的
に
農
業
を
は
じ
め
た
そ
 

う
で
す
。
 

 
現
在
は
、
健
康
な
土
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
、
キ
ュ
ウ
リ
や
 

水
稲
を
中
心
に
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
を
行
い
、
ま
た
、
給
食
米
の
契
 

約
栽
培
や
直
売
所
へ
の
出
荷
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
「
健
康
な
土
で
栽
培
す
る
と
病
害
や
害
虫
に
よ
る
被
害
が
で
 

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
る
こ
 

と
に
よ
り
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
 

な
栽
培
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
良
い
栽
培
方
法
に
た
ど
り
つ
く
 

た
め
、
健
康
な
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
野
菜
 

や
米
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
健
康
づ
く
り
が
立
証
さ
れ
、
　
安
 

全
・
健
康
　
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
な
れ
ば
最
高
で
す
ね
ぇ
。
加
 

工
も
含
め
野
菜
に
ど
う
い
う
付
加
価
値
を
付
け
ら
れ
る
の
か
を
 

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
（
輝
夫
さ
ん
）
 

 
「
給
食
米
栽
培
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
た
め
と
考
え
る
と
は
げ
 

み
に
な
り
、
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
直
売
で
は
、
こ
れ
ま
 

で
三
回
ほ
ど
商
業
団
地
直
売
所
の
レ
ジ
に
立
ち
ま
し
た
が
、
町
 

外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
で
す
よ
。
」
（
満
里
子
さ
ん
）
 

 
そ
こ
で
、
二
人
の
元
気
の
素
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
今
は
、
 

子
ど
も
の
顔
、
成
長
を
み
る
こ
と
が
一
番
。
時
間
を
み
つ
け
て
、
 

ま
た
子
ど
も
た
ち
と
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
た
い
で
す
ね
ぇ
…
。」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
最
後
に
、
輝
夫
さ
ん
は
、
 

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
 

え
て
い
く
た
め
に
も
若
い
 

人
達
で
立
ち
上
が
り
、
放
 

送
大
学
な
ど
を
活
用
し
て
 

市
場
開
発
や
農
業
に
つ
い
 

て
勉
強
し
、
楽
し
く
仕
事
 

を
や
っ
て
い
き
た
い
。
そ
 

し
て
、
安
全
で
お
い
し
い
 

食
材
を
み
な
さ
ん
に
提
供
 

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
 

す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
 

た
。
 

最盛期を目前にキュウリの 
栽培をする目黒さん夫妻　 

10

″
 

″
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所
得
税
法
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
 

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
 

の
ほ
か
、
　
歳
以
上
で
療
育
手
帳
や
身
体
障
害
 

者
手
帳
所
持
者
に
準
ず
る
方
も
障
害
の
程
度
に
 

よ
っ
て
「
障
害
者
」
と
「
特
別
障
害
者
」
に
わ
 

け
、
所
得
控
除
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
 

 
介
護
保
険
の
要
介
護
、
要
支
援
の
認
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
町
か
ら
「
障
害
者
控
除
対
象
認
定
 

書
」
の
交
付
を
受
け
た
方
は
所
得
控
除
の
対
象
 

に
な
り
ま
す
の
で
、
税
金
の
申
告
受
付
ま
で
に
 

申
請
し
認
定
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
健
康
福
祉
課
 
　
 
│
２
２
１
４
 

                  ▼
平
成
　
年
分
の
申
告
（
平
成
　
年
２
月
　
日
 

〜
３
月
　
日
申
告
分
）
か
ら
、「
水
稲（
耕
作
面
 

積
２
　
未
満
）」
及
び
「
普
通
畑（
自
家
用
畑
）」
 

以
外
の
農
業
所
得
標
準
（
い
わ
ゆ
る
特
殊
畑
標
 

準
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

 
耕
作
面
積
が
２
　
未
満
の
水
稲
及
び
普
通
畑
 

以
外
の
作
物
な
ど
を
作
付
・
飼
育
し
て
い
る
方
 

は
、
平
成
　
年
分
の
申
告
か
ら
、
水
稲
、
普
通
 

畑
を
含
む
す
べ
て
の
作
物
な
ど
に
つ
い
て
、
実
 

際
の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
収
 

支
計
算
に
よ
り
農
業
所
得
を
計
算
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
収
入
金
額
や
必
要
 

経
費
に
係
る
記
帳
と
出
荷
伝
票
や
領
収
書
な
ど
 

の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

               ▼
記
帳
に
よ
る
収
支
計
算
の
お
す
す
め
 

 
農
業
所
得
は
、
収
支
計
算
に
よ
り
所
得
金
額
 

を
算
出
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
現
在
、
主
に
 

比
較
的
規
模
の
小
さ
い
農
家
の
方
々
が
農
業
所
 

得
標
準
を
適
用
し
て
申
告
し
て
い
ま
す
が
、
こ
 

の
方
法
は
申
告
の
単
な
る
目
安
で
す
か
ら
、
農
 

業
経
営
の
一
層
の
改
善
、
合
理
化
を
図
る
た
め
 

に
も
、
農
家
の
方
々
の
個
別
事
情
を
反
映
で
き
 

る
収
支
計
算
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 
 
 

▼
帳
簿
の
記
載
方
法
は
簡
単
で
す
 

 
税
務
署
や
町
で
は
、
確
定
申
告
の
相
談
、
記
 

帳
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
喜
多
方
税
務
署
 

 
 
　
　
　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
０
５
７
 

 
町
税
務
課
 
 
　
│
２
２
１
２
 

   　
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
で
は
、
 

会
津
若
松
市
七
日
町
駅
舎
の
改
修
に
合
わ
せ
、
 

駅
舎
内
に
会
津
　
市
町
村
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
 

プ
「
駅
カ
フ
ェ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
ア
ン
テ
 

ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
会
 

津
の
名
水
で
い
れ
た
コ
 

ー
ヒ
ー
や
地
場
産
の
ジ
 

ュ
ー
ス
な
ど
が
楽
し
め
 

る
ほ
か
、
会
津
の
逸
品
 

な
ど
の
企
画
展
を
催
す
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
観
光
イ
 

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
 

ー
ナ
ー
、
特
産
品
物
販
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
定

期
市
や
体
験
教
室
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。
 

 
７
月
　
日
か
ら
は
、
「
涼
」
を
テ
ー
マ
に
企
 

画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
 

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

◆
７
月
　
日
か
ら
の
企
画
展
の
内
容
 

 
当
町
出
ケ
原
の
和
紙
、
喜
多
方
市
の
桐
団
扇
、
 

 
昭
和
村
の
麻
の
虫
篭
な
ど
の
展
示
即
売
 

◆
開
設
期
間
 

 
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
（
年
末
年
始
休
）
 

◆
営
業
時
間
 

 
午
前
　
時
〜
午
後
７
時
（
冬
期
間
は
午
後
５
 

 
時
ま
で
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
会
津
若
松
市
中
央
３
丁
目
　
番
　
号
 

 
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
 

 
　
０
２
４
２
│
　
│
６
３
１
１
 

　町では、平成15年度職員採用候補者試験（高 
卒程度）を次により行います。 
 
◆試験職種及び採用予定人員 
　一般事務　２名程度（大卒程度と合わせて） 
◆受験資格　昭和56年４月２日から昭和60年 
　４月１日までに生まれた方 
◆試験の方法 
　第１次試験　択一式による筆記試験 
　第２次試験　面接試験、小論文及び適性検査 
◆試験日及び会場 
　第１次試験　９月22日（日） 
　　　　　　　県立喜多方工業高校 
　第２次試験　11月　町役場 
◆申込方法　申込用紙は、町役場で交付してい 
　ます。その申込用紙に必要事項を記入のうえ 
　総務課に提出してください。 
◆受付期間　８月16日（金）まで。（土・日曜日、 
　祝日を除く）郵送による場合は８月14日（水） 
　までの消印があるものに限ります。 
【問い合わせ先】 
　総務課　　45－２２１１ 

45

65

24

24

45

15
15

16

16

15

10

10 15 28 28

28
31

12
き
り
う
ち
わ
 

む
し
か
ご
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
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福
島
県
下
水
道
公
 

社
で
は
、
平
成
　
年
度
 

下
水
道
排
水
設
備
工
事
 

責
任
技
術
者
資
格
認
定
 

試
験
を
次
に
よ
り
行
い
 

ま
す
。
 

 
な
お
、
町
で
は
こ
の
 

試
験
の
合
格
者
を
責
任
 

技
術
者
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
 

▼
日
時
 
　
月
　
日
（
日
）
午
後
０
時
　
分
〜
 

▼
会
場
 
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
（
郡
山

　
市
）
 

▼
受
験
手
数
料
 
３
、
０
０
０
円
 

▼
申
込
受
付
期
間
 
８
月
　
日
（
月
）
か
ら
９

　
月
　
日
（
金
）
ま
で
 

 
希
望
者
に
は
受
験
講
習
会
が
　
月
　
日（
水
）
 

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
下
水
道
課
 
 
　
│
４
５
３
５
 

    
県
立
会
津
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
勉
強
し
て
み
た
い
と
い
う
方
の
た
め
に
、

次
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
 

▼
講
習
内
容
 
パ
ソ
コ
ン
「
ワ
ー
ド
 
初
級
」
 

    ○
平
成
　
年
度
後
期
科
目
等
履
修
生
の
募
集
 

▼
履
修
内
容
　
産
業
情
報（
経
営
・
デ
ザ
イ
ン
）、
 

 
食
物
栄
養
、
社
会
福
祉
及
び
教
養
基
礎
に
関
 

 
す
る
科
目
 

▼
募
集
人
員
 
各
科
目
ご
と
に
若
干
名
 

▼
受
付
期
間
 
９
月
２
日（
月
）〜
９
日（
月
）
 

▼
選
考
日
時
 
９
月
　
日（
火
）
午
前
　
時
〜
 

▼
選
考
方
法
 
書
類
審
査
及
び
面
接
 

 ○
平
成
　
年
度
後
期
研
究
生
の
募
集
 

▼
研
究
内
容
　
産
業
情
報（
経
営
・
デ
ザ
イ
ン
）、
 

 
食
物
栄
養
及
び
社
会
福
祉
に
関
す
る
内
容
 

▼
募
集
人
員
 
各
学
科
ご
と
に
若
干
名
 

▼
受
付
期
間
 
９
月
２
日（
月
）〜
９
日（
月
）
 

▼
選
考
方
法
 
書
類
審
査
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
会
津
大
学
短
期
大
学
部
事
務
室
学
生
係
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
２
３
０
１
 

 h
ttp://w

w
w
.jc.u-aizu.ac.jp

▼
講
習
日
時
 
９
月
５
日（
木
）、６
日（
金
）
の
 

 
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

▼
場
所
 
県
立
会
津
高
等
技
術
専
門
校
（
塩
川

　
町
）
 

▼
受
講
料
 
６
、
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を

　
含
む
）
 

▼
申
込
受
付
期
間
 
８
月
１
日（
木
）〜
　
日（
金
）
 

   　
防
衛
庁
で
は
、
来
春
高
校
卒
業
予
定
者
な
ど
 

を
対
象
と
し
た
自
衛
官
等
の
募
集
を
次
に
よ
り
 

行
い
ま
す
。
 

●
防
衛
大
学
校
学
生
 

 
受
験
資
格
…
高
卒
（
見
込
）
　
歳
未
満
の
方
 

 
受
付
期
間
…
９
月
　
日
〜
　
月
　
日
 

 
１
次
試
験
日
…
　
月
９
日
・
　
日
 

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
 

 
受
験
資
格
…
高
卒
（
見
込
）
　
歳
未
満
の
方
 

 
受
付
期
間
…
９
月
　
日
〜
　
月
　
日
 

 
１
次
試
験
日
…
　
月
２
日
・
３
日
 

●
航
空
学
生
 

 
受
験
資
格
…
高
卒
（
見
込
）
　
歳
未
満
の
方
 

 
受
付
期
間
…
８
月
５
日
〜
９
月
６
日
 

　
１
次
試
験
日
…
９
月
　
日
 

●
看
護
学
生
 

 
受
験
資
格
…
高
卒
（
見
込
）
　
歳
未
満
の
方
 

 
受
付
期
間
…
９
月
　
日
〜
　
月
　
日
 

 
１
次
試
験
日
…
　
月
　
日
 

●
一
般
曹
候
補
学
生
 

 
受
験
資
格
…
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
 

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
立
会
津
高
等
 

　
技
術
専
門
校
能
 

　
力
開
発
課
 
 
 

　
　
０
２
４
１
│
 

　
　
│
３
２
２
１
 

  
受
付
期
間
…
８
月
５
日
〜
９
月
６
日
 

 
１
次
試
験
日
…
９
月
　
日
 

●
曹
候
補
士
 

 
受
験
資
格
…
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
 

 
受
付
期
間
…
８
月
５
日
〜
９
月
６
日
 

 
１
次
試
験
日
…
９
月
　
日
 

●
２
等
陸
・
海
・
空
士
 

 
受
験
資
格
…
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
 

 
受
付
期
間
…
男
子
 
年
間
を
通
じ
て
実
施
 

 
 
 
 
 
 
女
子
 
８
月
５
日
〜
９
月
６
日
 

 
１
次
試
験
日
…
男
子
 
受
付
時
に
お
知
ら
せ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ま
す
 

 
 
 
 
 
 
　
女
子
 
９
月
　
日
・
　
日
 

●
自
衛
隊
生
徒
 

 
受
験
資
格
…
中
卒（
見
込
）　
歳
未
満
の
男
子
 

 
受
付
期
間
…
　
月
５
日
〜
１
月
７
日
 

 
１
次
試
験
日
…
１
月
　
日
 

 
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
次
に
問
い
合
わ
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
黒
岩
字
大
坪
　
│
 

 
１
 
自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
会
津
若
松
出
 

　
張
所
 
　
０
２
４
２
│
　
│
６
７
２
４
 

（財） 

14

11

24

12

30

10

20

45

30

　　　　　　（７月１日付） 

 

農林課主任主査　矢部　稔樹 

（総務課主任主査） 

町民生活課主事　物永　　毅 

（農林課主事）          

　　　　　　（　）内は旧任 

27

37
17

14 14

10

57

11

11

17
24

27
14 14

18

27

18

22 21

11 11
12

10

11
10

12

10

11

10
12

10

11

24

24 21 21 21

18

25

23

27
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「
い
い
で
の
集
い
」
で
初
め
て
飯
 

　
　
　
　
　
豊
山
に
登
山
、
普
段
の
運
動
不
足
 

　
　
　
　
　
が
た
た
り
、
足
腰
が
痛
み
、
苦
し
 

　
　
　
　
　
か
っ
た
で
す
が
、
見
ず
知
ら
ず
の
 

　
　
　
　
　
参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
助
け
が
あ
 

　
り
、
無
事
に
登
り
き
り
、
下
山
す
る
こ
と
が
 

　
で
き
ま
し
た
。
山
頂
に
は
、
日
常
目
に
す
る
 

　
こ
と
が
で
き
な
い
景
色
、
天
然
の
エ
ア
コ
ン
、
 

　
そ
し
て
苦
し
さ
を
乗
り
越
え
た
者
同
士
の
友
 

　
情
が
あ
り
ま
し
た
。
取
材
で
の
参
加
で
し
た
 

　
が
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

小　柳　キ　ノ（88）博　巳　母　9町内2 

小　瀧　ウメノ（89）榮　喜　母　中　野 

渡　部　スカノ（74）敏　光　母　安　座 

新　田　　　　（77）惣　一　父　程　窪 

平　野　ヨシノ（96）正　孝　母　上野尻 

武　藤　アサ子（77）庄　三　母　柴　崎 

古　川　春　男（61）サツ子　夫　橋　屋 

井　上　シミノ（92）ヨシ子　母　新　町 

佐　藤　スミヱ（82）朝　美　母　弥　生 

橋谷田　正　和　　１町内 
永　田　由美子　　東京都調布市 
 
塚　原　　　学　　上野尻 
新　田　智恵美　　程　窪 
 
佐　藤　　　淳　　向　原 
大　槻　千　恵　　保原町 

戸 籍 の 窓 口  
６月受付分〔敬称略〕 

お誕生 
　おめでとう 

お悔やみ申し上げます 

あゆ む 

たい しゅう 

だい ち 

り く 

長谷川　歩　夢　　修太・悠子　　西林東 

渡　部　璃　空　　数正・敦子　　宝川 

長谷沼　大　秀　　勉・雅玲　　　高目 

佐久間　大　地　　英俊・　艶　　新町 

休
日
当
番
医
 

　
《
会
津
若
松
・
喜
多
方
管
内
》
 

有
　
隣
　
病
　
院
 

藤
　
井
　
医
　
院
 

加
藤
内
科
小
児
科
医
院
 

さ
と
う
小
児
科
医
院
 

舟
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
産
科
婦
人
科
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

田
　
中
　
医
　
院
 

わ
か
ま
つ
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

浜
崎
小
児
科
医
院
 

古
川
産
科
婦
人
科
 

県
立
喜
多
方
病
院
 

手

代

木

医

院
 

吉
　
田
　
内
　
科
 

い
い
づ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

い
が
ら
し
耳
鼻
咽
喉
科
 

小
　
野
　
病
　
院
 

ひ

ら

の

医

院
 

黒
河
内
内
科
小
児
科
神
経
科
医
院

 

佐
　
藤
　
病
　
院
 

山
口
皮
ふ
科
医
院
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

月日 8／119／1 1825

（
0
2
4
1
）
 

24
―
5
0
2
1

（
0
2
4
1
）
 

23
―
0
0
2
3

（
0
2
4
2
）
 

27
―
2
7
3
2

（
0
2
4
2
）
 

24
―
0
8
3
0

（
0
2
4
2
）
 

23
―
1
1
0
3

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
2
6
7

（
0
2
4
1
）
 

22
―
5
3
2
1

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
1
4
1

（
0
2
4
2
）
 

32
―
1
5
5
8

（
0
2
4
2
）
 

27
―
0
9
5
1

（
0
2
4
2
）
 

27
―
0
0
2
1

（
0
2
4
1
）
 

22
―
2
1
8
1

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
0
3
4

（
0
2
4
2
）
 

27
―
0
5
3
7

（
0
2
4
2
）
 

32
―
3
3
3
0

（
0
2
4
2
）
 

39
―
2
0
1
0

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
4
1
4

（
0
2
4
1
）
 

22
―
3
1
3
5

（
0
2
4
2
）
 

26
―
7
8
1
5

（
0
2
4
2
）
 

26
―
3
5
1
5

（
0
2
4
2
）
 

28
―
9
1
1
9

病
　
院
　
名
 

電

話

番

号

 

○日時　８月 7日（水） 
　　　　　　27日（火） 
　　　　　午前９時～ 
 
○場所　老人憩の家 
 
○電話　４５－４２５９ 

今月の 
心配ごと相談日 

◆まちの人口 
　 

　　　　　　　〈前月比〉 

○総　数　9，280人　－11人 

　・男　　4，505人　± 0人 

　・女　　4，775人　－11人 

○世帯数　3，004世帯－1世帯 

7月1日現在 

ご結婚 
　おめでとう 

歯
科
休
日
当
番
医
 《
会
津
管
内
》
 

（
0
2
4
1
）
 

24
―
4
2
2
1

（
0
2
4
2
）
 

22
―
1
1
8
4

（
0
2
4
1
）
 

45
―
3
0
1
1

（
0
2
4
2
）
 

22
―
1
1
2
4

（
0
2
4
2
）
 

83
―
9
2
9
2

（
0
2
4
2
）
 

26
―
3
7
6
2

（
0
2
4
1
）
 

22
―
7
4
5
4

（
0
2
4
2
）
 

27
―
3
0
6
5

病
　
院
　
名
 

松
崎
歯
科
 

一
箕
歯
科
 

渡
部
歯
科
 

渡
部（
博
）歯
科
 

中
島
歯
科
 

渡
部（
二
）歯
科
 

宮
城
歯
科
 

中
央
歯
科
 （

喜
多
方
市
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
西
会
津
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
会
津
坂
下
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

（
会
津
若
松
市
） 

電

話

番

号

 

月日 8／1118259／1


